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未来に残そう過去の遺産
~序にかえて~

青森県の三内丸山遺跡の発掘調杢では、 これまでの 「纏文観」 を変えてしまう ような発見が
相次ぎ、 静かな 「考古学」 プームを巻き起こ しています。 そんな中、 部瀬名貝塚で発掘調査が
行なゎれ、 ここにその成果をまとめた報告書が発刊されることになり ま した。
部瀬名貝塚は、 ー953年に多和田真淳氏にょって発見された遣跡で、 今回の発掘調査の結果、

乞中貝塚時代後期の遺跡であることがわかり ま した。 日本の歴史でいう弥生時代から平安時代
に相当する遺跡です。
遺跡は、 採砂による大きな破壊を受けていたものの、 わずかに残った部分に当時の暮らLぶ

り を伺ゎせる遺物が眠ってぃま Lた。 それを見ると、 部瀬名貝塚で暮らしていた人々は、 遺跡
のまゎりに発達するリーフから貝や魚を多量に取り` ときにはジュゴンも捕獲し、 背後の山に
住むイ ノ シシを取り` 文様の入った土器などを使ってそれらを食していたでぁろう ことがわか
りました。 残念ながらどのょうな家に暮らしてぃたかは、 知ることができませんでしたが、 今
後、 国道を挟み山裾に広がりが予想されている遺跡部分の発掘調査が行なゎれることによって、
それが明らかになってくることと思います。
今回の発掘調査並ぴに報告耆の作成の事業は、 ブセナリ ゾー ト株式会社の多大なご協力を得

て行なゎれたものです。 ここに、 人類の歴史を知るために貴重な資料を提供することができま
したことに対し、 深く感謝申 し上げます。
私たちの住む名護市には、 現在約80ヵ所の遺跡ヵ寓存在し、 その中に過去の人々の暮らしが眠っ

ています。 未来に向かって暮らしてぃ<私たちの子孫のためにも、 過去の貴重な財産を知り、
残し、 伝えてい〈 ことは、 私たちに課せられた大切な仕事だと思います。 ときに過去を知るこ
とは、 未来を生きるための知恵を得ることでもぁるのです。 この報告書を名護市、 ぁるいは沖
纏の歴史を知るために、 多くのみなさまにご利用いただけれぱ幸いです。

平成8年3月
名護市教育委貴会
教育長 比嘉敏雄



例 言

ー. この報告書は、 ブセナリ ゾー ト開発事業に伴い、 名護市教育委員会カ鱒実施Lた部瀬名貝塚
緊急発掘調査の内容を記録しだものである。

2. この報告書は、 ブセナリゾー ト株式会社 (代表取締役社長 比嘉幹郎) よ り名護市 〈市長
比嘉鉄也) が委託を受けた 「部瀬名貝塚発掘調査出土品整理業務おょぴ調査報告謝竿成業務」
にょって作成Lたものでぁる。

3・ この報告書を作成すろにぁたり、 それぞれの専門分野にぉいて 、 下記の方々のご協力 ・
ご教示を賜ったので記して謝意を述ぺる。
貝類の分類ぉょぴ同定・・・・・・仲嶺俊子 (沖纏貝標本館)
石 器 の 石 質 同 定・・・・・・大城逸郎 〈前原高等学校)
鳥 獣 骨 の 種 同 定・・・・・・ 川島由次ー小倉 剛 (琉球大学農学部ー亜熱帯動物学教室)

. 平成5年度に行った発掘調査は、 次の調査体制で行った。
調 査総括 名護市教育委員会教青長 ・ 比嘉敏雄
調査責任者 社会教育課長 ・ 島袋正敏
総務責任者 社会教育係長ー宮城 満
総 務 比嘉文子
調 査 員 島福善弘、 比嘉 久
調査補助貢 岸本利枝
資 科 整 理 仲村美代子、 古波ひとみ、 大城かなぇ、 島袋尚美
発掘作業貢 島袋 学、 稲嶺盛功、 大嶺快福、 島袋徳安、 呉屋太郎、 大城ウ ト

上村ツル、 与座良子、 安里民子、 犬城セツ、 新城シズ、 安里ト ミ
大城スエ、 真謝ハル、 津波ハル、 山川ミ ッ、 安慶名エリ子

. 報告書の作成は次の体制で行った。
業務受託者 名護市教育委員会教育長 ・ 比嘉敏雄
編集責任者 社会教育課長ー伊差川政男
総務責任者 文化財係長 ・ 比嘉武則
総 務 比嘉文子
編 集 岸本利枝 (執筆)、 比嘉 久、 渡口 裕、 仲村美代子、 島袋尚美
資 科整 理 岸本利枝、 仲村美代子、 島袋尚美
写 真 比嘉武則、 岸本利枝
協 力 島福善弘
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ー 調査 こ至る経緯
平成3年9H 4 日、 プセナリゾ【ト株式会社 (代表取締役社長 比嘉幹郎) よ 璽丿名謹巾教青

委づ会 (教膏長 玉城嘉真) へ、 部瀬名岬海浜リ ゾー トマスタープランの縄環と Lて行われる

部瀬名岬部分の開発に伴う文化財の照会がなされたg その場所には、 昭和28年 ‥953年) こ二多

和山真淳氏によって発見された 「部瀬名貝塚」 の広がりが予想され、 名謹市教青年貝会ではそ
の遣跡の範岡を確詔する調査を行う ことになったュ

調査は、 平成4年 (ー992年) の7 刀に行った〟 調査予定地は、 数年前まで 「沖繩海巾公凧」

に使用されてぃたため、 ほとんどの地面がアスファル ト等で覆われてぃたので` プ七十リゾー

ト株式会社の協力を徘て、 あらかじめ決めておぃた7ヵ所の試掘ポイ ン トのアスファル トおよ
ぴ客士を取り除いて もらったゝ 掘り下げた結果、 遺物を含む黒色の砂の噺 (包含脾〕 が確詔で

きた〟ー その調査結果を基に開発調整を行ったが、 遺跡部分を外しての關発が難Lく` 記録保存

の鯛査を行うことになったつ

調査体制を整え、 4〈格的な調査に入ったのは、 平成5年 (ー993年) ]]丿ー22円〔 それから約 ー

ヶ‥間を費ゃし、 部瀬名貝塚の遣物を取{)上げ遣構を実測する記録保存の調査を行った しか

し、 時間や査用に制限があったため、 …二開発によって破壊される部分に限った調査となった

調~ 二し た結果、 今阿の胴査地内ては瓶中公園建戊副 二ィ]ブつブL*】としゝつ抹砂に〝ノ ご、 広い範崗

にゎたり 、 遣跡が破壊されてぃることかわか。た プニ _、 残っている部分の遺跡から採集した

士器ゃ貝の抽、 国道を隔てた部分とのっなが蝿経から、 り丿ヽき 坦跡〝あっtことが肝鰻

され、 後机の発掘調査の ごマを‥ ち、 幟軸名蝿琢のょ旺か明bヵ‥二萃れる とを期彿ずる

写真ー 部瀬名岬の空中写真
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県名護市宇喜行政上は沖、部瀬名貝塚は、 名護市と恩納村の境近く に位置する砂丘遣跡で
瀬部瀬名原に所在する。
喜瀬部落の北西の方向に位置し、 北は名護湾に面し、 南には片成岩を基盤とする山々が連な

遣跡範囲内には部瀬名原から小川が海に流れ込んでいる。
恩納村字宇嘉地から名護市世冨慶の海岸沿いは

。り宜野座村と接する
白砂が長く続き景観が特に、部瀬名岬を含む

優れた地区である ー972年の復帰にとそのためー965年に 「沖纏海岸政府立公園」 に指定され、。

ー970年8月には沖纏海中公園が開園、 ー975年その後、
隣接して国民宿舎名護浦荘が開設された。 しかしその反面、 部瀬名岬付近の海岸からは

。

、には

美しい景観が崩されるとぃう こともあった。、開発のため採嶽少され
ー953年に多和田真淳氏にょって発見され、 その当時は 「喜瀬包含地」 と

『古稀記念 多和田真淳選集皿 の中で 「名護町字喜瀬、 恩納村伊武部の海岸に近ぃ。
川田原貝塚系の土器が出土する。」 と記述され、 綱文時代晩期に位置づけられている。

`この部瀬名貝塚は
銘々された 。

第2図 部瀬名貝塚周辺の遺跡~文化財分布図
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凪 調 査 の 内 容

ー. 範囲と方法

部瀬名貝塚は、 元沖繩海中公園内及ぴ国道58号線をはさんで南側に広がる貝塚でぁるが、
今回の調査は海中公園内の工事のため、 調査範囲は公園内のみとなった。
平成4年度試掘調査は、 7っのピッ トをもうけて始められた (第5図)。 その結果、 遺物

が検出されたのはー2ー ー3・ー5ピッ トでー0・ーー・ー4・ー6ピッ トからは遣物の出土はなかった。
遺構らしき ものは検出されなかったが、 ー3ピッ トにおいて、 地山 (白砂) 直上から採砂する
ための重機の刃痕がみられた (写真5 )。
平成5年度に実施した本格的な調査は、 ー993年ーー月22日ヵゝらー994年2月 4 日の約4ヶ月問

を費ゃした。 以前の表面調査及ぴ試掘調杢の結呆、 公園内の入り 口にぁる駐車場部分から主
に遺物の出土がみられたため、 駐車場敷地内の中心部からアスファルト ・ コーラル ・ 客土部
分を重機で除去しても らった。

グリ ッ トは、 4 X4mを単位とし` 南北軸をァルファべッ ト、 束西軸に算用数字をぁてた
(第9図)。 まず、 層序確認のため、 H一ーー2、 Hー98・99部分を重機にょって掘り下げた。
その結呆、 遺物包含贋が確認されたため、 H一ー07・ ー08より発掘を開始した。 H・ ーーー0ー~
96を順をおって掘り下げてぃく と` かなり深ぃレベルにゎたって撹乱を受けてぃることがゎ
かったため、 掘り下げを一時中断する。 途中発掘範囲を広げるため、 ー03列から以北の表面
を重機で除去する。

H ・ ート レンチはほとんどカ箏撹乱であるため、 次に表面を除去したK一98をー0mレベルで掘
り下げた。 その結果、 北西面に貝の集中部が検出されたため、 その周辺部に広げること と L
K-99、 L一98・99をもうけ、 貝の集積面を広げる作業となった。 掘り下げ作業の途中、 中
断していたH・ー一ー03ヽ99の地山 (白砂) 露出作業を平行して行った。 その後、 貝の集積面
は南北に延びてぃることがはっき _`) したため、 L・M列の98~95さらに公園内道路をはさん
で〇 ・ P列を設定し、 貝の広がり をみることにLた。 〇・P列の3箇所にっいても撹乱でぁっ
たため、 地山 (白砂) が露出した時点で終丁した。 以後、 貝集積の掘り下げ及ぴ貝集積以外
の遺構検出につとめたが、 残念ながら遺構は検出さ九なかった。 貝集積を露出させた段階で、
H・ー_ー05ヽー02部分の地山 (白砂) を出し、 撹乱部分と攪乱を受けていないプラィマリー
な層との境目を出すための作業を進めた。 貝集積の広がり を露出させ、 前面の様子がはっき
り した時点で、 図面をと り 、 その後、 貝集積部分の遺物を取り上げ、 地山 (白砂) まで掘り
下げて発掘を終丁した。



遣跡予想範棚

`ー{成5年度猪掘調充

平成4年度試掘調査口

】 ノ ー \〕〔川二

設定図グリ ツ ド第5図



2.層 序

調査地区は、 海中公園の駐車場と Lて利用されていた場所で、 地表面ヵゝらー30cm程はァス
7アルト ・ コ_ラル ・ 客土が敷きつめられた状態であった。 客土部分の除去後` 層序を確認
すると` 包含層と思われる 2つの層の確認がされ、 その下に地山でぁる白砂が検出された。

以下、 基本的な層序につぃて述ぺる。

ー膚 (茶褐色混土砂層)
採砂などによって包含層が撹乱されている。 下部にぃく に したがい、 土の混入が少なく

なり、 江層に移行する部分では土の混入はほとんどみられなぃ。 しかし層序の境目ははっ
き り観察されない。

江層 (黒掲色砂)
遺物包含層。 土器も出土するが、 主に自然遺物の貝が集中して検出される。 H ・ ー一ー04

ヽー09ではーー0mレベル、 J ・ K ~ L ・ M_ー03`96では25伽レべルと厚さの幅の遠いがみら
れる。 LかL` H・ートレンチはほとんど撹乱を受けてぃる。 そのため、 遺物観察表ゃ集
計表ではH・ートレンチを一括して` J ・K・Lトレンチはプライマリーな包含部と撹乱部
に分けて集計した。

凪層 (白砂)
いわゅる地山。 江層との境且ょ り土器が検出される。 部分的に砂利を含む。

写真2 Lラィ ン断面状況

_8_
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写真3 発掘風景 〈北側より〉

)完掘状写真4



3. 遺 構

鋪9ー茎‥二ノ]華した‥の果桔遣榊が倹川されたが、 柱穴や住榊跡などの遣構は倹川されなかっ
た 輿集稍ばK一98・99を中心こ二南北に柵長くのび、 プランは南北ー6m、 束西ー ヽ 2 mをな
す「 渠積の束側ばほとん ど傾斜がみられず、 平坦でほとんどの部分が撹乱を受けてしゝるため、
プランの状態を確認する二とはできなかった〟 両側では、 急な傾斜がみられ、 口の集稿もそ
れ〔二伴って傾斜して堆積Lた状態となっている] 黒褐色砂の層から約ー mレべルまで、 ほと
んどびっ Lり貝がつま 璽)、 地山 (白砂〉 まで混入Lている。
部分的にJ}9丁、 L一96・98の3箇所において、 イモガィ ・ ゴホゥラが稿み軍なった状態

で検出されプ』 J一97出上のものは只榮横部分から若干離れた場所でみられたュ L一98ぱ貝
集穢部よ 璽〕 イモガ~イが十数点ま とまって出士Lた{ L一96にっいては、 北両隅においてゴホ
ウラと イモガイが稽み亜なった状態で検出されたニ 殻頂がー5ヽーG〝mの大きめのゴホウラ (ー 個
体には小孔が穿たれ、 そのゴホゥラを殻頂ー2`ー3(・mの小さめのゴホゥラと イモガイが囲むよ
う(二Lて納められていた しかし穴を掘って班めた跡はみられなしゝ{

ー970年以前の採砂による工芽睾で、 菫朧の通璽】遭となった部分のみが破壊されずに残璽丿` そ
の胤辺の遣物包含層 (黒褐色砂) は‥砂を採取するために破壊され、 遣跡の周辺部に抑し寄
せられたと蓼えられる
試掘ピヮ トー3のブランからは白砂上而に垂巖の刃痕奏〕Lきものが検出された

写翼6 南西隅出土の貝 (J一g7)

′」 'ノ

写真5 試掘ピッ 卜完掘状況 (ピッ トー3)



4. 出 土遣物

出土遺物は、 人工遺物と自然遣物に分けられる。
人工遺物は、 総数4加5点得られている (第ー表〉。 内訳は陶磁器片、 瓦片、 現代遣物 (ク

ギ ・ 針金な と〝)、 陶質土器、 貝製品、 石器、 土器な どである。 瓦片ゃ陶質土器、 現代遺物は、
ほとんどが小破片で撹乱部ゃ客土部分からの出土であるため報告は割愛する。 自然遺物は動
物遺存体のみで、 その中では貝殻が主体となってぃる。

以下、 各遣物にっいて述べる。

第 ー 表 トレンチ別遺物出土状況

ー]25'

34

5

262`335_352 85' 883 37}ー'326 ー6 438鉉 ー】 ーー38ー ー2`‥3~896

胴
割

貝製品
口縁部

胴
部

底部
陶

磁
器

瓦片 ー8

現代
遣物

合計 372 462 402 ーー7 ー,005 46 ー'464 2。 478 2ー 2 ー44 ー8 4,55ー 。 。 44 6 。 0圭 4 4,605



5cm

第ー0図 陶磁器



(ー) 陶 磁 器
陶磁器では近世から近代の陶器、 磁器、 染付がみられた。 器種は大半が小破片のため、

判別不可能な資科が多いが、 確認できるものでは碗、 壺、 徳利、 瓶、 小杯、 指鉢で種類が
少なぃ。 出土場所は撹乱部である。一9ー及びH ・ ート レンチからの出土となってぃる。
第ー0図の各遺物に関する事項は、 下記の観察表に示した。

第ー0図に対応する観察表

① 口怪推算ー5. 8cm 一壺屋焼_ 透明釉

弧て }縄麟一麟釉

古我知焼 ー黒釉

麟一壺一⑤ ロ径推算e〟鱒ー剛

一 染付 碗 ⑥ 花文

⑦

⑧

⑨

⑭

L 瓶 ⑩ 肥前系 _ 網目文ー7C後半

近代 松竹梅文磁器「碗 一 ⑫ 口径推算ー2.4cm

ー」 小杯 一 ② 口径推算5~8叩 近代



(2) 石 器
石器は6点得られた。 ほとんど完形品であるが、 ー点のみ小破片でぁるため割愛する。

器種をみると、 石斧はー点もみられず、 すぺてがすり石、 ぁるいは叩き石でぁる。 その中
で、 ー点はサンゴ石の有孔製品が出土している。

第ーー図 ー は完形品で、 平面形が石鹸状を呈するす り石でぁる。 重量感のぁる嘉陽層の砂
岩を使用 Lている。 表裏面は光沢を有するほど磨かれており、 裏面の中央部に若干敲打痕
がみられる。 しかし、 多く使用された感じはなぃ。 サイズは長さーL8cm` 幅8.9cm` 厚さ4_8
m、 重量950gを測る。 出土場所はJーー00の囁層包含部。
同図2はほぼ完形品である。 平面形は倒王楕円形を呈しており 、 側面観は片面がほぼた

いらで丁寧な研磨がみられる。 反対側は若干ふく らみをもち、 丁寧な研磨はみられなぃ。
敲打痕が中央にみられ、 すり石と敲打器を併用してぃた可能性がある。 石質は細長い輝石
の含まれる輝石安山岩でぁる。 これは部瀬名以北ょ り産出される石である。 サィ ズは長さ
ー2'9cm` 幅9~7cm、 厚さ5.2cm、 重量855gでぁる。 Mー97のD層の包含部ょ り出土。
同図3 もほ【ま完形品で、 平面形がきれぃな円形を呈してぃる。 裏面は自然の割れで表面

及ぴ側面が磨かれているが、 あま り丁寧ではなぃ。 サィ ズは長さ8.7m` 幅9・2m、 厚さ4.3
cm、 重量505g と手の中に丁度納ま り使用Lゃすい大きさでぁる。 この資料はアスファル
トゃ客土を除去した後に表採したものである。 石質は嘉陽層の砂岩で、 石英の細い脈が数
条みられる。

第ー2図 ー は平面形ヵ謂楕円形を呈するほぼ完形の叩き石である。 研磨痕はみられない。 全
体的に細かい打痕がみられ、 それによって形カ蓑整ぇられてぃる。 また表裏面中央には大き
な窪みがあり、 そこを集中的に使用Lたと思ゎれる。 側面部の上下面に使用痕はみられな
ぃ。 サイズは長さー4.3叩、 幅8.3cm、 厚さ4〟9m、 重量860g を測る。 石質は粘板岩の破片 を
含み。 嘉陽層に特徴的な礫岩でぁる。 出土はM一97のn層包含部である。
同図2は、 ー点のみの出土でキクメイシサンゴの仲間のサンゴ石を使用した有孔製品で

ぁる。 ほ【院形と思ゎれ、 平面形は四角形に近い。 中央ょ りゃゃ上面に幅約2mの孔を穿
つ。 孔は一方方向から斜めに穿たれ、 開け方は丁寧である。 ほかに加工痕はみられなぃ。
サイズは長さー6.7伽、 幅ー2.2叩、 厚さ2・6伽、 重量580g を測る。 出土がJ一ー02・ー03の撹乱
部でぁるため、 本貝塚と同時期に使用されたものかどうか不明である。
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第‥図 石 器
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第ー2図 石 器



(3) 土 器
人工品の中で賽も多く出土したのは土器片で、 総数4,306点検出され、 遺物の大半を占

めている。 各トレンチでの出土状況は第ー表の通りでぁる。
ほとんどの資料カ〝破片でぁるが、 径推算可能なものに関しては図上復元を試みた。 大半

の資料カ袁大形の甕 ・ 鉢形土器でぁるが、 稀に小形のものもみられ、 甕 ・ 鉢形、 壺形と器種
の種類は乏しぃ。 甕 〝 鉢形にっいては、 甕形と鉢形の区別が明確にできなぃため、 資料を
一括して扱う。 内訳は第2表 〈23P)。
器種は下記の通り分類される。 底部の形状は、 乳房状尖底が最も多く、 続いて平底、 尖

底、 くびれ平底などがみられる。
文様にっぃては無文土器が主体をなしており、 丈様を有するものは多く ない。 文様の施

文部位は全資料がロ縁部のみで、 胴部、 底部にまでは至っていない。
施文部位の組み合わせは多い順に、 (イ)表面+裏面、 (ロ)表面のみ、 レヽ)表面+ロ唇部、 (ニ)表

面+裏面十ロ唇部、 (ホ)口唇部のみ、 あるいは裏面のみ、 となっている。 文様ではないが、
口縁部の資料の中でー4点の資料は有孔で、 大半の土器カ髏焼成後に穿孔されてぃる。
胎土は、 器面の手ざわりがサラサラぁるぃはザラザラ してぉり、 もろぃタイプと、 胎土

ヵゞ細かく粘性をもっタィプが多くみられ、 稀に堅緻で重量感のある胎土が散在してみられ
る。
混入物につぃては、 混入量に運いはぁるが、 石英 ・ 長石、 石灰質砂粒、 赤色粒がみられ

る。 稀に千枚岩の含まれる資料もある。 さらに数点の土器に雲母が含まれ、 胎土が九州的
な資料もみられた。
胎土及ぴ混入物に関しては沖繩貝塚

時代後期ごろに普通にみられる夕イプ 口縁部 ナ 有文 干 A 甕 ・ 鉢形 a 外反
でぁる。 _ 」 B 壺形 b 直ロ
器面の調整は指頭にょるナデが一般 〝

的でぁるが、 ほかに工具によってナデ

られたり、 工具を使用後さらに指頭に ー無文 一 C 甕 ・ 鉢形 c 外反
よ りナデて調整してぃる資料もある。 _ D 壺形 d 直口

また大形の深鉢形な どは、 調整が雑で _ _
輪積み接合部が顕著なものもみられる。 e 内湾
図面の各遺物に関する観察事項にっ

いて記述する。



第ー3図 土 器 (有文口縁)



第ー3図に対応する観察表
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第ー4図に対応する観察表
挿図番号 出土場所 形態 観 察 事 項 焼成 混入物 } 器 色

ー K-ー0ー 囁層 ロ縁部 拾積み接合部がー筒所みられる。 3凧幅の崑状工兵にょって施丈 もろい 石灰質砂粒`暗褐色
Aa(ィ) する。 表面の孤文が若千くずれて雑な感じを受ける〟 裏面も孤文 丁一枚岩徴轟`

が崩れた状態にな り、 ほ【ま直繰的な文梯になってぃる。 _
2 〝 ロ縁部 頴が長く、 最大径は胴上部にぁる と貫ゎれる: 顕部に焼成後穿孔 若千 石灰質砂粒唾暗褐色

Aa(ロ】 Lた小孔ぁり〟 輻積み接合部ょ り破損していろ〟 3mm幅の堕状工 もろい 石英 ' 長石_
其を使用L` 波状の丈様を描くが、 意図的に模様がと ぎれる部分
がぁる。 _

3 〝 ロ糠部 幅広の樺状工其にょって孤状を描き、 ロ唇部には深く工其を押L 麟 赤 色 粒 素面淡櫛色
Aa〈ノ`) っけろ刻目がみられる。 そのため口唇部の形がいぴつになってい 石灰質砂粒ー豪面淡陪褐

る。 色

4 J一ー0ー ロ緑部 輪積み接合部よ り破揖すろ。2〟5`3耐幅の崑状工其にょ り不規則 ゃゃ 角 閃 石`淡掲色
K一ー00 囁層 B臥ロゝ な曲纏文を描く。 良好 石灰質砂拉

5 ー-98攪乱部 ロ縁部 細沈繚にょろゅろゃかな曲練文〟 良 好 石英 ・ 長石 灰褐色
0/60 A臥ロ)

6 L一98貝集積 ロ縁部 表面はナデ、 裏面は粗い条痕を宥すろ。 文様は裏面ロ縁部のみで 良 好 石灰質砂拉 衷面淡禍色
(ヶ一プルょ Aa(ホ〕 毘状工具にょる曲線文〟 嚢面の一部に煉が付着すろ。 赤 色 粒′裏面暗褐色
り西側)



第ー5図 土 器 (有文ロ縁)



第ー5図に対応する観察表
挿図番号 出土場所 形態 観 察 事 項 】焼成/混入物`器色

ー K一g8 囁 層 ロ緑部 細沈線にょろ文様で、樽図は不明。裏面は円形の刺突文と思われ 良 好`石灰賛砂粒`暗褐色
貝集積 A洲 ろ〟 赤 色 素ヱ

ー

2 L_97 ロ緑部 表面の文様は頚部付近に桟ルゝ線文がわずかにみられるのみ〟 裏面 良 好 角 閃 石_暗褐色
貝集積束側 Aa川 は緩位の糠文が施文さ九ている〟 ロ縁表面は指頭庄痕がめだつg 赤 色 粒`

勲
3 J-ー02 囁層 ロ縁部 表裏面と もに4mm幅の単篁にょって` 表面は羅位、 豪面ぱ斜位に もろい 千 枚 岩}黄褐色

A以ィ) 施文される 石灰賛砂粒`
4 ー一ー03貝樂積 口縁部 ロ縁部の端を外側に折り曲げ、 そのために豪面に強い稜がみられ 良 好 赤 色 粒`表面茶褐色

白砂直上 Aa【ロ) る。 表面に細沈糠による縦位の繰文〟 寧耗がいちじろ Lい: 石灰寶砂拉 裏面黒掲色
/5 L一g8 囁層 口縁部 表面に2箇所~ 裏面にー箇所、 刺突文?がみられる。 施文具は巻 良 好 角 閃 石 淡褐色

A凶イ) 貝の攣塔部分と思ゎれる: 石英 ・ 長石′
6 L_98 南束 ク 悔5 と同様の資科= もろい 赤 色 粒「 表面暗褐色

隅 攪乱部 石灰寶砂粒′裏面淡褐色
7 Kー98 囁層 〝 M5・6と同様の資料: もろい ク `暗褐色

貝集積
*愉5` 7の3点の文様は施文具が同一のものと愚ゎれろ〔
攫図をみると、 表面の2箇所の刺突文は縦に2 コ並ぴ、 それと

対応するょぅに裏面に ー コの刺突文?が施丈さ九る=



〝璽~
鼻蓼~ 誰

葺
鸞「

第 ー6図 土 器 (有文ロ縁・胴部)



第ー6図に対応する観察表
桶図番号 出土鳩所 形態 観 察 事 項 焼成 棍入物 縄 器 色

L一97 囁層

KーgB 囁層

L一98 ケー プ
ル靄出部分

J一99
北側ぁぜ

Hー】06 攪乱
部30/60

J一ー0ー 囁層

Kー96 貝集
積周辺北東

ロ縁部
A凱ホ]

口縁部

ロ縁部
Aa川

胴 郁

ク

胴 部

口縁を逆L宇状に成型し` ロ唇部の平坦面に刺突文を施す。 鷹図
は、 内側から外側に向かって孤状をなす。

Mー と同様の器形= 文様は細沈線にょって羽状的な文様をなす。

ロ縁が外側に大き く屈曲し、 口唇部先端よ り縦位に凸帯が貼付さ
れろc

ぬ2 ・ 3と同様、 ロ緑ヵ{大き く屈曲する器形= 屈曲部直下に小孔を〝良
穿つc 孔は焼成前に穿孔さ九_ 文様構図のー部か、 紐を通すもの
の可能性ぁり。 表面は孔をはさんで、 細沈線で下向きの孤文を描
き、 蔓面はロ唇部の平坦面に同様の孤文を描く=

檀位の凸帝を貼付する。 裏面のふく らみは意図的に施したのかど
うか不明c

顕部から胴部あたりの破片〟 細い凸帝を貼り付けている〟 小破片
のため構図ば不明。

表面の2箇所に刺突文を深<施文†る〟 工具は棒状工具と思ゎれ
る 。

表面は欅状工具にょって浅く 曲糠文ヵ{描かれろ: 裏面は細ぃ工其
にょ。て施文さ九たと思ゎれる〟 残在部下の凹糠は. 堕状工具に
ょる器面の謂藝痕。

良 好

好

好

良 好

良 好

ゃゃ

良好

良 好

石英・長石_赤褐色
角 閃 石

)
石灰寶砂粒`黄褐色
角 閃 石`
赤 色 粒 炙面暗褐色

'石英〝姦石 裏面赤禍芭

}′ `
_石英 ~ 長石 表面淡黄褐
角 閃 石 色、 裏面黒
石灰質砂粒 掲色

角 閃 石 黄褐色
石英~長石`

石灰質砂粒ぞ表面褐色
石英・ 長石【裏面暗荼褐
赤 色 粒_色

赤 色 粒_泰面褐色
石英ー長石`裏面淡黄掲
千 枚 岩`色

ー



第ー7図 土 器 (有文胴部)



第ー7図に対応する観察表
挿図番号 出土場所 形態 観 察 事 項 焼成 混入物ー 器 色

ー H-ー04 ・ ー05 胴 部 闔上部に 「 〈」 の宇状の屈曲を有ずる〟 裏面ばはっ き り と稜線は ゃゃ 千 枚 岩 } 表面暗灰褐
ー膚 Aa みられなぃが、 屈曲部上部はナデによって丁掌に諷整さ九、 下部 良好 石灰賛砂拉` 色、 裏面淡

は雑な仕上がり となっている〟 表面文様は孤文及び直線文。 裏面 (粒が粗い丿 } 褐色
はゎずかに残ってぃろものをみろと、 孤文を施すと思われる。 _

2 L-96 囁 層 胴 部 文様は細沈線にょって梯子を横に したょうな攪図が描かれるc ゃゃ 撒拉 纂 母`表面黒掲色
北側 良好 石英'長石ゝ豪面淡褐色

_石灰贄砂粒ー
3 表 探 ク 草茎状工具? を使って点刻文を施文する〟 それぞれの点はぃびつ 良 好庸 角 閃 石【灰褐色

で犬き さに違いがある。 裏面に積位の謂整痕がみられる〟 _ ′
4 L一g8 貝集積 ~ 草茎状工具? にょって放射伏に施文さ九ろ。 良 好ー赤 色 粒ー黒褐色

ヶーブルの西 _石灰質砂粒
側!

5 試掘ピッ トー2 ク 表面に棒状工具にょって曲線文が描かれろ〟 良 好 赤 色 粒ー 表面淡黄褐
角 閃 石{色、 裏面淡
石英'長石`灰褐色

ー6 Kー98 囁 層 ク 壺形の顆部付近と思ゎれろ。 残在部の上部には断面三角形をなす 良 好 纂 母 表面茶裾色
貝集積 凸帝がみられろ。 凸帝の数は不明。 ナデ飄整が丁寧に施され磨研 角 閃 石 裏面暗褐色

土器のょうでぁる= 裏面は器面の剥騒が著しく、 凹凸になる= 石灰寶砂粒
山丿ロ式系?

7 ー-ー02 〝 壺形と思ゎ九ろ。 断面三角形の凸帝が2条みられろ。 良 好 角 閃 石 表面黄褐色
ぁ ぜ 表 面 赤 色 粒 裏面暗褐色

石英~長石

8 K_98 囁 層 ク 壺形と愚ゎれる。 断面三角形の凸帝が3条みられる。 謂整ヵ汀~寧 良 好 雲 母 表面黒掲色
で磨研土器のょうだが、 表面は器面の剥撃が若干みられろ。 石英ー長石 裏面暗褐色
山丿ロ式系?

g L一97 囁 層 ク ぬ8と同一個体と思ゎれる。 良 好 婁 母 〝
山丿ロ式系? 石桑ー長石

角 閃 石

ー。 Hーー02 ー層 ク 額き不明。 断面三角形の凸携がー条のみ。 謂整ヵ寸寧で、 器面が 良 好 石英 ・ 長石 表面暗褐色
ツルツルする程でぁる。 角 閃 石 臺面褐色

赤 色 粒

ーー L一g6 囁層 〝 壺形と思ゎれろ。 断面三角形の凸帝がー条みられ、 その直下に細 ゃゃ 石英・ 長石 黄褐色
沈緑がー 条めぐらす〟 表面は丁寧なナデ讀整だが` 裏面は雑でぁ 良好 石灰責砂桂
る 。 角 閃 石

ー2 M一95 囁 層 ク 傾き不明〟 三角凸帝の申央部に捧状工具にょって沈繚を浅く施文 ゃゃ 石英~長石 黄褐色
してぃろ〟 良好 石灰寶砂粒

ー3 ク ク ぬー2と同一個体と思ゎれろ。 ~ ク 〝



無文口縁)第ー8図 土器(



第ー8図に対応する観察表
挿図番号 出土場所 形態 観 察 事 項 焼成】 混入物「 器 色

ー J ・ Kー ー。。 ロ緑部 口径推算27~8叩。 ロ唇部を外側に屈曲させ、 器形は花鉢状を呈† 良 好`石灰贄砂粒ー黄褐色ュ 部
貝集積 Cc ろ〝 表面はナデ謂整で、 嚢面は横位の刷毛目謂整を施す〟 3箇所 }角 閃 石 分的に表面

に輸積み接合部が顕著に観察さ九る。 (復元可能) _黒褐色裏面
」 ー随

2 J一ー00 m膚 〝 器壁の幕い土器でぁる。 ロ辱が若千外反するだけのほとんど直線 ゃゃ ` 〝 }表面黄褐色
上面 的なロ縁でぁる。 器面はナデによって謂整されろ〟 良好 }裏面暗縄色

3 L_96 囁膚 ク ロ唇が若千外反すろ口緑部。 丁寧なナ潮整で、 輸積み授合部は ` 若干 ク `表面黒措色
みられない= もろぃ {豪面暗褐色

4 J-ー02 囁膚 ロ緑部 表面の頴部に指頭庄痕が囲躊さ九ろ〟 稜が形成されろほどではな ゃゃ 租粒千枚岩表面黄榴色
Cd 〈、 ロ唇がそったようにみぇる。 良好 石灰質砂粒`裏面褐色

5 K一g8 ロ緑部 波状ロ緑の可能性のぁる賽科でぁる〟 波の上がった部分は若千ふ 良 好 赤 色 粒蝿炎灰褐色
貝 集 積 下 Cc < らみをもつ〟 部分的に指頭庄痕が観寮さ九る: とてもかるい土` 黒 色 拉 部分的に黒

器でぁろ 〔 す褐色



第ー9図 土 器 (無文口縁)



第ー9図に対応する観察表
挿図番号 出土場所 形態 観 察 事 項 焼成ー 混入物 ` 器 色

ー L-9B貝集積 ロ緑部 口唇部を外側に屈曲させる。 胴部からロ縁にかけて若千丸みをも 良 好_ 角 閃 石`表面淡褐色
ヶ一ブルょ }〕 Cc つ賓科〟 裏面に刷毛目痕が潭く残ろ= ー _石灰寶砂粒 裏面暗褐色
束側`

2 Lー98 囁膚 ク 成形時に粘土を表にぉり まげ、 若下屈曲を作ろ: 部分的に刷毛目 ` 好` 角 閃 石 表面黒褐色
がみられろ〟 _石英ー 長石 婁面灰褐色

ー石灰質砂粒
ー _千 枚 岩`

3 L一g7 囁膚 ク 波状ロ緑の可能性ぁり。 とても薄く刷毛目痕が残る。 )良 好ー石灰贄砂粒 淡禍色、 部
' i 分的に黒縄

色

4 L-97貝集積 ク ロ緑部を逆L字状に成形するが作りヵ囃で、 ロ唇部の形はいびつ_良 好 角 閃 石 表面赤掲色
でぁろ。 部分的に刷毛目痕が残ろ。 ・ 赤 色 拉 裏面黒褐色

5 J一9g 皿膚 ク ロ縁部の屈曲は弱く、 ゅるゃかでぁる〟 ナデ諷整で梢ぇき らず` 良 好 石灰寶砂粒 表面淡黄褐
みぞ掘り 3箇所に輪積み接合部が確認できろc 色、 裏面暗

褐色

6 ー一ー06 囁 膚 ク 裏面頸部に雑な刷毛目痕がみられる〟 それ以外の部分は丁寧な十 良 好 角 閃 石 黄褐色
攪乱部 畑整が施されろ。 石英 ~ 長石

7 M一96貝集積 〝 ロ禄部は外側に大き <そり返ろ: 部分的に指頸庄痕ヵ嘘ろ〟 良 好 石灰翼砂粒 表面暗褐色
赤 色 粒ー裏面赤褐色



無文口縁)第20図 土器(



第20図に対応する観察表
挿図番号 出土場所 形態 観 察 事 項 焼成 混入物ー 器 色

ー 試掘ピッ 卜ー2 ロ縁部 刷毛目諷整後、 指頭にょってナデ梢しを施している。 表裏面とも 良 好 角 閃 石}黄掲色
Cd 指頭圧疵がみられる。 石灰賓砂粒`

赤 色 粒]
}

2 K_98 囁膚 ク ロ唇部直下に外径L4m、 内径0.6mの孔を有する。 この孔は焼成 良 好 赤 色 粒_表面暗掲色
貝集積 後に穿孔されたものでぁろ。 `石英 ・ 長石` 及ぴ褐色

` \裏面暁黄掲

` ~色
3 L_97 囁膚 ク 器壁が薄〈 、 作 りが丁寧でぁる。 部分的に指頭庄痕がみられろ〔 ゃゃ 石灰寶砂粒_黄褐色

良好 `

4 試掘ピッ トー2 〝 ぬ3と同様。 ゃゃ 角 閃 石ー表面睾禍色
良好 石灰寶砂粒ー裏面赤褐色

5 Kー99 ク 顕部に弱い積がみられ、 そこからロ唇部まで細くす鰹まろ。 混入 もろぃ 粗粒石灰質 了 表面荼褐色
断面壁上 り 物のため、 器面が凹凸になろ= `砂粒 `裏面淡褐色

6 Lー98貝集積 ロ緑部 ロ径推翼3g・6m、 形がいぴつで楕円形状になる。 頸部から胴部に 良 好 石灰寶砂粒` 表面淡褐色
急傲に煩〈〟 表面は雑なナデ薦整、 裏面は横位の荒い刷毛目にょ
って讀整される= 内面の一部に煤が付着すろ。 ー

」
角 閃 石`裏面暗掲色
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第2ー図に対応する観察表
挿図番号 出土場所 形態 観 察 事 項 焼成 混入物 器 色

ー K一98 囁層 ロ縁部 ロ径推算Mm。 小形の探鉢形で、 ロ縁部の作りヵ囃である。 ロ唇 良 好 石英 ・ 長石 表面黒褐色
貝集積 Ce 部直下に小孔を穿つ。 焼成後に穿孔さ九たと思われろ〟 石灰賃砂拉 裏面茶褐色

2 J一ー00貝集積 ク ロ径推算mmc ロ唇部の形がいびつでぁる。 表面は丁寧な十デ譚 やゃ 石灰寶砂拉 黄褐色
整が施されろが、 裏面はほとんど謂整されていない。 良好 角 閃 石ー

3 M一97攪乱部 ク ロ唇部を九く形成すろ。 表襄面と もに部分的に擦痕がみられる。 良 好 石灰蜃砂粒 表面褐色
裏面黄掲色

4 L一98貝集積 ロ縁部 ロ唇部分がY字状に分かれてぃる: 破損が著しいため` 詳細は不 良 好 婁 母 暗褐色
ヶープルょ り 明。 ー石灰質砂粒
西側`

5 Lー96 囁膚 ロ縁部 ロ径推箕け伽の壺形で` ロ禄部を逆L字状に成形している: 表面 良 好 石灰寶砂粒 炙面黄掲色
北側 Dc はナデ調整が丁攣に施されているが、 裏面が剥離した状態となっ 角 閃 石 裏面褐色

ていろ; 石英・長石
G K一g8 囁層 〝 ロ径推翼7.8mで~ 顆部からロ繰に向かって直繊的にひら 〈壺形 良 好 角 閃 右 表面淡灰掲

貝集積 でぁる。 赤 色 粒 色、 裏面淡
石灰寶砂粒 黄褐色

7 L一9B貝集積 ロ縁部 ロ径権翼6.6mを測る。 ロ禄が小さ 〈†ほみ~ 鵬部の張る壺形で 良 好 赤 色 拉 表面淡荼掲
ケ【ブルょり Dd ぁる。 角 閃 石 色、 裏面暗
西側 褐色

8 H_99 囁膚 ロ縁部 胴部がゎずかにふ< らみ` 顕部にく ぴれはみられない。 ロ唇部は 良 好 石灰翼砂粒 黄播色
80/ーー0 De 外側に粘土が突出し、 断面形が三角形を呈すろ。 角 閃 石



第22図 土 器 (無文口縁 ・ 飼部〉



第22図に対応する観察表
挿図番号 出土場所 形態 観 察 稟 項 焼成 混入物' 器色

ー K-98 囁膚 ロ緑部 ロ縁部の外反が弱く肩部は緩く屈曲ずる。 轟大径は胴部にぁろ。 良 好 赤 色 粒}表面淡褐色
貝集積 Cc 工具にょる讀整後、 指頭にょってナデ梢 しがおこなゎれろ。 表面 角 閃 石 裏面黄褐色

の一部に煉ヵ{イ寸驚する。 `
2 Kー98 囁 膚 ロ緑部 ロ唇部直下に小孔を穿つ〟 孔は焼成後に穿孔されたと思われろ〟 良 好璽石英 ・ 長石 表面褐色

0/5 Cd 角 閃 石 表面賃褐色
3 L・ゝー一96 〟 復元可能な賽科。 ロ唇部直下に小孔を穿つ= 焼成後、 穿孔された もろい`石灰質砂拉`黒楓色部分

囁層 と思ゎれる〟 表面は指ナデ、 裏面は胴部ょり下の面に斜位の刷毛 角 閃 石 的に茶褐色
目痕がみられるェ 器面の手触りがザラザラして胎土がもろい: `

4 Kーgg貝集積 ロ縁部 復元可能な姿科で、 ロ練部から底部まで残在ずろ唯一のものでぁ 良 好 石灰寶砂粒 黄褐色、 部
CdH ろ。 ロ径推算ー0.6伽の鉢形で、 底面が2Jmと厚<` 底部から口緑 赤 色 粒`分的に黒掲

まで直繚的でぁる。 重賽惑のぁる土器でぁろ。 ~色
5 L-97貝集積 ロ緑部 ぬ4 と類似の器形でぁる= ロ唇部の作りが雑で、 形がいびつでぁ 良 好 石灰質砂粒_淡黄褐色

Ce る。 `部分鮒に黒
」掲色

6 試掘ピッ トー2 臆 部 表面は全体的に指ナデだが、 胴上部面に棒状工具にょる積糠がみ 良 好 千 枚 岩ー表面褐色
られろ。 裏面は細かぃ繚撹が斜め方向にはLる〟 石灰寶砂粒`豪面灰褐色

ー7 試掘ピッ トー3 〝 表面に横位の細沈繚がみられるが、 文様か翼賢痕か不明。 裏面は 良 好 角 閃 石子黒褐色
斜めの刷毛目痕が顕著に残る〟 器壁ヵ{とても潭い。 赤 色 粒』

ー8 試掘ピッ トー2 ヶ 底部付近の賛科でぁる。 裏面に工具にょる諷整痕が顕奢に残ろ。 良 好 千 枚 岩_黄禍色
赤 色 粒
石ー質 粒



第23図 土器 (底部)



第23図に対応する観察表
桶図番号「 出土場所 ー形態 観 察 瑯 項 {焼成こ 混入物 器 色

ー ーJ ・ K_ー00 {底部 E 底径4」mを測ろ‥ 全体的に形がぃびつで底部から胴部へ膨らみ]良 好厘 邑 拉 黄掲色. 豪
ー貝集積 をもって立ち上がる部分と、 直線的に立ち hがろ而がぁる〟 底面} ‥支英~ 長石 面の部分的

にぁらい俸状の慎がみられろェ 裏面に刷毛且痕が顕著にみられろ ;二黒播色
′ が、 表面にはみられなぃ 底面の厚さ2」mを測ろ。 ` }

2 J一ー④貝築積` 〝 底径3.6m= 底面の厚さL9mを測ろ: 底部から胴部へ直線的に立` もろい 角 閃 石 葵面黄縄色
周辺の白砂 ( ち上がろ: 表面は細かぃボーラス状を呈L、 裏面は器面が剥離L ` `石灰實砂粒 裏面赤禍色

} 凹凸がぁろこ `
` `

3 ゝL_98貝集積} 〝 底径3_6mで底面の厚さは2mを測ろ, 乳房の部分は作りが雑だ 良 好 石灰質砂拉 淡黄褐色
」ヶープルょ 縄) が、 内底面ぁた打は平底状に弔らになり、 丁寧なナデが施されて] 」 `部分的に黒
西倒 いろ〔 楢色

4 ゝー一95 囁層

5 H一99 囁層
20/50

6 K_ーm貝樂積 ク

底径2・gm: 底面L3mを測ろ: \〟ー ヽ 3=二比べ、 乳房の部分が小
さく作り もT寧でぁろ〟 襄面のー部の器面が剥離Lてぃろ〝 」

]

」
底径2.9m、 底面の厚さは2慈mを測匙 乳房部分は諷整が丁寧だ`
が` 表豪面は雑なナデが施さ九る〟 {

底径2.8mを測り、 乳房部分はゃゃ棺円形を呈すろ〔 乳房の〈 び
れがはっき り残る〟 表臺面と もナデ讀整が丁寧に施されるが、 臺
面のー部は剥離すろz

` `
ゃゃ 】右灰質砂拉 淡掲色
良好 勲

ゃゃ `石灰質砂拉` 掲色
良好」角 閃 右_

{良 好 石英・長石 表面黄褐色
石灰質砂粒ー裏面淡茶掲

`色
」 !

7 L一96 囁層 ク 乳房の部分で底径は3.4mを測る= 内底面は九底状を呈ずろ: `ゃゃ 赤 色 拉 黄褐色
良好 石灰質砂粒

L

ー
、 ー ` ' ” 、 _ ” ` ′/

E・“享〔羞挟鸞“ぃ F. 尖 底 G 平 底 H~ 〈びれ平底



第24図 土 器 (底部)



第24図に対応する観察表
挿図番号 出土場所 形態 寵 寮 事 項 燐成 混入物 器 色

ー ー一ー02 底部E 底径推箕4,9mとゃゃ大きめの乳房状尖底となる。 底の部分の器 良 好 石英~長石 黄褐色
ー膚西側 面がはがれたょうな状態で、 凹凸がみられる。 裏面に棒状工具で 租粒

の譚整喪が残る〟
ー2 L一98貝集積 ク 乳房部分が犬き く` 平底的にみえる。 良 好 石灰實砂粒 赤掲色

ケ一プルより 赤 色 粒…
西側

}
3 表 採 ク 九底に枯土塊をっけ、 ひきのぱLて乳房の形を作ろ。 ゃゃ `石灰賃砂拉 表面黄褐色

良好 角 閃 石`裏面暗掲色
4 L-98貝集積 ク 底の厚さが3ゴmもぁる資料で` 底径は3Jmを測ろ: ぬ3 と同掻 良 好 赤 色 粒】表面黄褐芭

ヶ一プルょ り 九底に粘土塊を貼付して作られたものでぁろ〟 角 閃 石 ` 裏面黒褐色
西側

5 K一g8 囁膚 ク 底径3〟6mで、 底面は2.2mを瀾ろ: 乳房部分の作りが雑で凹凸が 良 好 石灰質砂拉{ 泰面淡灰褐
貝集積 めだっ。 内底面はきれいな丸底状になっている: 】色、 裏面淡

掲色
}

6 ー一97 囁 膚 ~ 九底にみぇるが表面に薄く粘土塊をつけて、 広げたょうな跡がみ 良 好 赤 色 粒]黄掲色
(攪乱) られろ。 角 閃 石

35/55 r

7 M一95 囁層 ~ 底径2一9伽を測る乳房状尖底で、 作ー】が丁寧な賓科でぁるニ 内底r良 好 石灰質砂粒,表面黄褐色
面は尖底状になる= 角閃石徴轟 裏面黒梅色

`
8 H一ー08 囁膚 ク 底径2J鱒を測る: 出土Lた資緯の中で、 最も小さい乳房状でぁ 良 好 角 閃 右 赤褐色

20/30 る。 石灰質砂粒`
g J_ー02 囁 膚 ク 九底に近いが、 枯土塘をっけてのぱLたょ う な跡がみられる。 もろい 石灰質砂粒〔黄榴色
ー。 J ・ K一ー00 底部F 内底面は指にょって押しっけられ窪みができろ= その上面からは 良 好 赤 色 拉_ 表面淡褐色

ー層 部分的に工具にょって謂整さ九る〕 底面の厚さは‥mと薄めで 角 閃 石ぁ裏面黒褐色
ぁる。

ーー J一ー00 囁 層 〝 底面の厚さはL8瓜を潮ろ‥ 残存部をみた隈り ~ 器面は十デ謂整 良 好 石灰質砂粒 表面淡褐色
南側 のみ観察されろ。 赤 色 粒 裏面黒褐色

ー2 L一97貝集積 ク 底部から胴部へほぽ直線的にのぴろ。 内底面に指頭にょろ窪みが縄良 好賽石灰質砂粒 ` 淡褐色` 部
25/30 顕奢に残ろュ 表面の底面がはがれた状頸となろェ i _ `分的に黒掲

色

ー3 Kー98 底部G 底径5・2m` 底面の嘩さa8帥の犬きめの底部で~ 器璧に比べてか`良 好 石灰質砂拉` 蘂面褐色
貝集積下 ーなり厚みを有†る〟 靴 石芙ー長石`裏而黒褐色

` 角 閃 石
ー

ー4 K_98 囁 膚 ~ 底径5Jm: 粘土で円盤状の台を作り、 その周辺に粘土を張り 付 良 好 石菜 ~ 長石' 表面黄褐色
貝集積 け底部を成形ずろ= 底面の厚さL7凧を測ろ 角 閃 石 裏面褐色

赤 色 拉`
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第25図 土器〈底部)

第25図に対応する観察表
挿図番号 …土場所 縄 抒彡態 翼亘 察 '囁 項 焼成 混入物 器 色

ー K一98 ロ層 底部H 底踵轟mの鬱の小菫い平底てぁろニ 内底面は成形時に押さぇっけ ゃゃ そ壬灰實砂粒 素面掲色
0ノ5 られた指の跡が残り、 九庭状となろ~ 指顕にょろ窪みのヒ部はへ 稟好` 石英 ' 授石 裏面黒褐色

ラ枕工其;二よって瞑整善九ろ_ 巽面はほとんどが指ナデ諷整ェ

2 ー,一98貝集積 ヾ 底径推箕5m 底面の團さばー 8mを測る 円盤状の拮土塊にさら`良 好 赤 色 粒`黒褐色Z二枯土を加ぇて成〒彡ずる 諦分的にその接合部が梢ぇきらずに残 `石灰質砂拉
`る 堕董感のぁろ資料でぁろ }

3 H一ー。。 ー 屠 ~ `底佳4」mを測ろ~ 素面は丁寧な十デ諷整にょって 成形さ九てい 良 好` 千- 枚 岩 轟面黄禍色` ろが・ 豪面は凹凸がいちヒろ L=`: 石英 長石 裏面黒播色` 髑 _石灰質砂拉{
石灰質砂枯〟陪褐色幾 ー_98 ロ 雇ゝ ク 底佳推薫4.4mを壇=ろ 九底に拮土紐を巻き付げて成形ずろ_ 廣` 良 好

5/40 ー面中央に工具で押Lつけたょう ・窪み跡が残ろニ 角 閃 石}

`

5 はー-96 囁層 ヶ 成形時の接合部が器面鋼整さ九てぉらず、 表面に接合痕が残る {蝿 色 粒 淡黄褐色`甫西隅 `底面の厚さ‥mを測る: 角 閃 石【 { {石灰寶砂粒_



(4) 貝 製 品
貝製品は総数U2点検出された。 その中で実測可能な資科ー09点を上げる。 これらの資料

の分類内訳は、 第3表の通り
用途別に約8種類の貝製品

ちじるしい資料が多い。

イ . ホラガィ有孔製品・・・・・・

ロ・ ャコゥヵ*ィ製品・・・・・・・・・

ハ. ヤコウガイ蓋製品・・・・・・

ニ・ 二枚貝有孔製品 .........

でぁる。
に分類したが、 二枚貝有孔製品以外は数が少なく、 破損もい

2点のみの出土である。 いずれの資料も、 体層部に2個の粗
孔がほぼ同 じ位置にぁるという共通点がぁるュ これらの製品
は…般的に民俗事例などから湯沸かし器と して考えられてぃ
るが、 本製品2点とも、 火を受けた痕はみられなぃことょり、
別の用途がぁった可能性がある。

半製品あるぃは破損品のため、 全体形は不明だが、 一股的に

貝匙といわれてぃる製品の範驚に入るものである。 ー点は有
孔で、 形状をみると貝匙の範疇に入るか疑問であるが、 破損
品で原形が不明なため、 この項に含めた。

3点の出土。 ヤコウガイ の蓋の薄い側縁部に剥離痕が認めら
れるもので、 一般的に貝刀、 ヤコゥガイ蓋製スクレィパー`
貝刃、 貝斧などのぃくつかの名称でよぱれている製品である。
備瀬貝塚ゃ宇佐浜貝塚、 具志堅貝塚においては、 用途ゃ使用
の際の使用痕が見受けられなぃことよ り、 剥離は製作時のも
のではなく、 使用痕でぁると判断し 「掻器」 とするよ り も
「敲打器」 と Lて、 「螺蓋製敲打品」 と名付けてぃる。 本貝
塚出土の製品も同様、 使用の際の痕跡が認められず、 また、
出土量が3点のみで、 使用状況、 破損形態などの平均値を求
めることができないため、 「ヤコゥガイ蓋製品」 と名称を付
した。

貝製品の中で出土量が最も多い製品である。 貝種はヌノメガ

イ、 チョウセンハマグリ、 シレナシジミ` メンガイ、 シャコ

ヵ*イ、 カワラガイ` リュウキュウサルボウガイなどで、 これ

らの二枚貝の一部に粗孔を穿ってぃる。



タヵラヵ・ィ製品 .........

_ ィモガイ製ビ一ズ・・・・・・

・用途不明品 .........

二枚貝の製品は民俗事例などで、 貝鍾 (網のぉも り) と し
て知られている。

全形をうかがえる資料はー点のみで、 それ以外はすべて破損
品でぁる。 また、 第37図及ぴ第38図 (5 は省く) の資科は製
作途中のものと思ゎれ、 製作過程の一端をうかがぃ知ること
ができるものであるため、 ぁえてこの項に含めた。

ー点のみの出土でぁる。 タヵラガイの背面部を除去した製品
である。 この種の製品も民俗事例から貝鍾 (網のおも り) と
して知られているが、 出土量が少ないため、 用途は断定でき
ない。

イモガイの螺塔部を利用するもので、 3点出土している。

. 巻 貝 有孔製 品 ・・・・・・第36図5のホシダヵラを素材と したもので、 粗孔以外の加
工痕は認められなぃ。 貝の模様が薄く残る。 第38図5 も貝の
模様がうっすらと残るc 貝種はクロフモドキと思われる。 貝
の肩部の一部を取り除いた資科で` 貝輪か貝札を製作する途
中の可能性もぁる。 第39図及ぴ第40図のゴホゥラ製有孔製品
にっいては、 多〈の遺跡にぉいて出土例が知られてぃる。

第27図2 ' 5、 第28図ー ~3の4点で、 それぞれー点ずつの
出土である。
第27図2はクロチョゥヵ*イ科の貝を短冊型に加工しだもの

でぁるが、 破損が著しいため、 詳細は不明。 同図5 は` イモ
ヵ〝イ を利用してスプーン状に加工したものである。 第28図ー
はイ トマキボラを素材 と し` 体膚部に2個の小孔を穿つ。 同
図2 も同様、 ー個の小孔が穿孔されるスィショウガイである。
同図3は、 マクラヵ〝イ科ぁるぃはィモヵ*イ科の体層部を利甲
したスプーン状の製品で、 出土例も少なく、 用途不明である。



第3表 貝製品 トレンチ別出土状況
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第27図に対応する観察表

,' T _挿図 出土場所 貝蓮 分類 観 察 稟 項 鯱X積 軍藁番号 m ] g
]ー K一99 ャコゥガイ (ロ) ヤコゥガイの体膚部を利踊した匙状の製品= 平面形は長方形に近ぃ整形がな ー0.8X6」 82

貝集積 され、 左右対象ではないが` 両側に弱い快りが施さ九る: 全体的に魍く 切打 `
取った状態だが、 周縁部上部の一部に研磨面ヵ嚥在ナろュ

2 K_ー00 ヤコゥガイ 〝 ヤコゥガイの殻ロ附近を利用したもので、 軸唇の一部ヵ擬ろc 研磨面はみら ー0.ーX6」 ー0。
m層 れず、 粗く切り取った状態だが、 部分的に巌耗していろ= `

3 K-98 ヤコウガイ ク ャコウガィの体膚部を利用する。 周縁部右側及ぴ上部に研磨面が残るが、 左 9.7x5.5 } 46
貝集積下 側にはみられない。 拮節部をみろと、 同図ー ~ 2に比べ小型の貝を使用して

田層 いる。

第28図に対応する観察表

挿団 縦X積 子L 径 重董番号 出土場所 貝橿 分顆 観 察 事 項 凧 帥 g

ー K貝集積 ヤコゥガイ (ロ) ヤコゥガイの体膚部を利用する。 平面形は長方形を呈ずろ。 周 9〟5x4_5 一 ` 4。
緑郎の右側及ぴ下部に研磨面がみられろ。 背面の肋の部分の補
が若干ずられたょぅな状態となっていろ縄

2 K_ー00 不 明 (リ) 短冊形に加工された資耕でぁろニ ー2.6x4~3 _ ` 45
貝樂積白砂

3 L列ヶ一プ ヤコゥガイ (ロ) 側面及ぴ肋部分の瘤の部分に研磨痕がみられろ【 外皮のほとん 4~4X3」 一 5

ル纂出部分 どが剥がれ、 貝の内側が露出L` 光沢がみられろ: ` `

4 H-99 ー層 ヤコウガイ ク 平面形が方形を呈すろ〟 匙という ょ = も‡Lの形に近い形状をな 5.ーX4 `外径 9
20/30 †。 中央上部に小孔を穿ち、 周綬部上面は挟りのょうな加工部 ーx0.8

がみられろ〔 柄になるのかは不明〟 周緑部左側に研麿が施さ九 }内径
る〟 全面の外皮がはがれ、 光沢を有ずろニ 0.6X0〟4

`
5 Hーー04 スイショ (リ) 貝競の自然の窪みを利用Lて、 スプ一ン状に加工した製品: 貝 7x4〟ー ー 25

ー層 ゥヵ′ィ科` の水管博部分がつまめろょうな状態で残ろ〟 周緑部左側に研磨 元 ` `
_ 痕が残る〟 `

6 H一ー07 `ャコウガイ 〈ハ) 周棘部の3箇所に剥離がみられるが、 一部は囁耗し、 打撃を受 }8.2X7,5 ` 一 ‥5
江膚 7。 `の蓋 けた時斯が変ゎろものと思ゎれろュ` .】 ` ` 勲

7 L一g7 】 ゥ ク 周糠部のー箇所にちょっと した剃撃が認められろだけで、 こ翼と 6.3X6 ー 84
貝桑積 ` んど原形を保持Lている』 `
`饗8 K一98 ー層欝 〝 ` ゥ 使用部分が多く、 ‥-部を残して周禄部のほとんどの部分に剥離 ー6~ーx5〟4 ` ー 69

‥〈。 {麟麟 ル {{
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第29図に対応する観察表

` } 【 ,又 _
挿曹 出土場所 貝種 分額 観 察 褻 項 縦X横 孔 』 `重璽
番方 師 (m g

ー K一99 イ トマキ 〈リ】 貝の原形をほとんどと どめている製晶〝 鍛口及び殻頂部分が破 `ーー.4x5〟4 「0_9X0.7 勲 75
北側 囁層 ポラ L、 体属部の2箇所に租孔を穿つ〟 用途は判然と Lないニ ` `0〟7X0.4

`
2 H-98 ・ gg サザナミ ゥ 外唇附近に租孔を穿つ〟 小孔以外は加工痕はみられなぃニ 内側 `6.3X4 `】X0.9 ` 26

ためL掘り 'スイショゥ からの穿孔でぁる〟
麟凡

3 H_ー04 マクラガ ク 円箇形の形状を利甲し、 体層部を縦剤りにしてスプ~ン状に形 5.3X2.6 一 ー。
ー層北束隅 イ科かイ 成Lている= 肩部及ぴ内部の轍の部分が蒼干残ろ〔 ` `

モガイ科

4 K-]0。 ヌ丿メガイ (ニ) 背面中央部に外側から穿孔さ九ろ〟 他に加工痕はみられなぃ〟 5.轟X5.7 ー~5X2〟2 ー9

貝集椿白砂 右殻 `

5 不 明 チョゥセン 〝 殻頂付近に内側から穿孔すろェ 他の加工痕なL〔 4_5x4〟9 L6XL3 ` 8
ハマグリ 左殻

6 Kー98 シレナシ (ニ) 背面上部にゃや左ょ 】) に粗孔を穿つ〟 内側からの穿孔= 腹縁の 6_6X7_5 】〟3x]〟9 ` 25

ロ膚貝集積 ジミ 一部ヵ澱損†る。 `

7 J-ー03 ゥミギク 〝 背面上部にゃゃ大きめの孔を穿つェ 子Lはゃゃ左寄りで、 全体的 7〟7x6〟9 3x2.6 ` 27

北側攪乱部 ガイ科 に魔耗すろ。
と白砂の境 `
且
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第30図に対応する観察表

奪宣 出土場所 貝種 分類 観 察 事 項 縦x横 】 孔 僅 惇董(m 瓜 g

ー L一98 n層 ゥ ミギク (ニ) 背面上部にゃや大きめの租孔を穿つ。 子Lは数回にゎたって穿孔 8〟5X6 }2.6xL7 } ーg
ガイ科 されろ

2 H一ー。ーー層 ク 〝 背面の上部3分の2 に粗孔を穿つ: 貝は全体的に風化Lている〝 6〟2X5.6 `2.3X2」 ーB.5
砂利まじり ` `

3 J一97 囁層 ク 〝 椀2と同様。 53X5 "2.ーX2〟ー ー g
攪乱部

` `

4 ーーー08 囁層` シャコガ 〈ニ) 外側から穿孔する際に、 殻頂部は欠損Lたと思われろ〟 貝は蘆 4.9x8.4 - 4ー.5
45/60 イ科 左殻 耗がいち じろ しい。 `

5 ー-ー。ー ク ク 殻頂部に小孔を穿つ〕 一部を残して放射肋ゃ成長脈が摩耗し、 5.9X9〟2 )0'7X0~9 5ー
貝集積 薄〈 なろ。 孔は外側からの打撃にょる穿孔。 屁

6 ー一ー08 囁層 〝 ク 苛面上部の孔は後方ょ り穿孔されている〟 内側からの打撃にょ 5_7x8.ー 0.8xー.25 38
70/ー0。 右殻 って穿孔される。 全体的に摩耗ずる〟

7 L一97 囁層 〝 ク 後方よ りの背面部にゃゃ大きめの孔が穿たれるニ 内側からの穿 4〟ーx6〟4 }ーーーxー~6 ` ーー
左殻 孔で、 孔部は摩耗Lている幼貝〟

8 ーーー06 囁層 ク 〝 内側からの打撃にょって背面部に穿孔さ九ろ〕 子L部の剖れロが 3~5X6〟ー 0^6Xー.2 ` ー。〟5
40/6。 右般 †ろど〈、 雑でぁろ: 幼貝鱒

9 ー-ー05南側 ヵヮラガイ 〝 殻頂部から背面に向かって楕円形状の孔を穿つ〟 孔部及ぴ膿縁 5〟8x5」 `2〟3xー ー9.5
囁層 0/30 の一部が若千鷹耗ずる〟

ー。 K一9g 立層 ク 涙 ゥ _殻頂部に円形の小孔を穿つc 全体的に摩耗するェ 4〟9x4〟2 ヰ0.8x0.9 ` ‥

貝集積 `

ーー Kー98 ゅ ヶ 殻頂部に円形の小孔を穿っが` 逝ー0ょ り若干雑な穿孔でぁろ。 毬.7X4.3 `0~8X0・9 ー3.5

貝集積周辺 ) 憂 ` `
南西側

ー `
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第3ー図に対応する観察表

挿圓 出土場所 見種 分類 観 察 事 項 縦X横 ー 孔 径 唾董番号 ` 師 m g
K一99 ヵヮラガイ (ニ) 殻頂部にほぼ円形の孔を穿っ。 全体的に囃耗†る~ }5・ーx4~5 ーー'5XL2 ` 2D
貝樂積 右般 ` }

2 Kー99 n層 ク ク 殻頂部に榜円形の小孔が内側かちの打撃にょって穿たれるニ 腹 4_5X4_4 ー~5X0.8 ` 】ー
縁部の一部が破揖すろ〟

3 J一ー02ーー03 ク ク 司殻頂部に円形の孔を穿つェ 腹緑部が摩耗すろェ `4.ーX3〟3 【0〟9x0'8 7.5
東側攪乱部 `

4 J-97 囁層 ク ク ク 贖縁部の…部が破損すろ〟 3.3X3_3 `0_9x0.8 5

攪乱部 `

5 ー_ー0ー ク ク 殻頂部にゃゃ犬きめの円形の小孔を穿つc 腹繰部が摩耗すろ, 3.9X3.8 ー.ーxー 】 8
20/40 `

`
6 Mー96 囁層 ク ク 殻頂部から背面部に向かって` 形のくずれた槽円形状の粗孔を 3_4X3〟3 】,6x0〟9 ` 5

穿つ= 腹縁部が慶耗ずろ〟 `

7 J一98 ク ク 殻頂部に方形状の孔を穿つ。 腹縁部が魔耗し、 一部破損する。 3,6x3・9 0~9X0_8 ( 7・5
みぞ掘り

(

8 ク ク ク 殻頂部に円形の粗孔を穿つ〟 腹縁郡が塵耗し、 一部破損すろ。 3.6X3 0_7X0_6 ー 4
左殻 孔周辺の放射肋が梢えてぃる。

g L_98 ク ク 殻頂部に小孔を穿つ〔 胆縁部が廉耗し、 一部破拒すろ。 3'ーx3~7 0~9X0~7 7.5
右殻

ー。 Mー97 ク ク 殻頂部に楕円形の孔を穿つ〟 後方の腹禄部のみ若干、 鷹耗がみ 4_4X3〟9 ー〟4x。〟g 8

貝槃積 られる。

ーー ー_ー00 ー膚 ク ク 殻頂部に檀円形の小孔を穿つg 腹禄部が犬き く破槇L、 貝全体 3〟2X3_5 0.8x0.7 6
0/2。 が鷹耗すろ〟 孔周辺の放射肋は消ぇる。

ー2 Jーー02~ー03 ク ク 殻頂部に小さな租孔を穿つ。 孔周辺の故射肋が梢ぇ、 腹禄部が 3~4X3~3 0_8X0.6 4~5

東側攪乱部 摩耗ずろ〟 前方の一部が破損†る。

ー3 H-gg 囁膚 ク ク 殻頂部にゃや楕円形の小孔を穿つ: 膿禄部がー部礦揖Lてぃる 3~クx4」 ーX0,7 ー0
20/50 左殻 上に、 摩耗Lている=

ー4 不 明 ク ク ク 3~7X3〟4 0〟7X0.9 6〟5
右般

ー5 試掘ピッ ト ク ク 殻頂部に小さな粗孔を穿つ〟 腹繰部は若千塵耗する。 3.ーX2・9 0〟5X0〟5 3^5
ー2
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第32図に対応する観察表

奪曹 出土場所 貝種 分類 観 察 事 項 羅X携 ` 孔 崔 惇董す m ` m g

ー Jーー02'ー03 ヵヮラガィ (ニ) 殻頂部にほぼ円形の孔を穿つ。 腹緑部が犬き く破損すろ〟 摩耗 2'2X3.】 L]x0_8 4_5
稟側攪乱 左殻 してぃるため放射肋が全体的に薄い:

2 L-98 囁層 ク ク 殻頂部に小さな円形の孔を穿つ: 腹縁部が若千慶耗ずるニ 4〟7X4`5 `0'7x0.7 ー3.5
右殻 ` `

3 不 明 リュウキュ 〟 殻頂部に粗孔を穿つ〝 内側から黎回の打撃によって穿孔さ九ろ] 5.6X7_2 `ー.3X2〟6 ` 68
ウサルポウ 左殻 ー `

` `
4 Hーー07 丿ノ 〟 殻頂部から背面近< まで大きめの粗孔を穿つニ 内側からの打撃 4〟3X6.7 2.6x2_3 髑2

囁層25/40 右殻 にょって穿孔される。 `

5 H-ー06 ク ク ク 5.9X7 `2~5Xー・6 45
囁層35/60 左殻 孔周辺の-部がすれたょうになり、 放射肋が梢ぇろ〟

6 Hーー06 〝 ク 殻頂部に方形状の粗孔を穿つ= 貝全体が囁耗ずろ〟 4.2X5〟2 `Lーxー,4 25
ロ層60/90 萱 `

7 】'J-ー03'ー叫 ク ク ク 5X6〟2 ーXー'7 ]65

橿乱部 右殻 後方部分が虫食い状態になろ。 }

8 K_ー0ー ク ク 殻頂部に小孔を穿つュ 貝全体が摩耗すろ。 5.6X7.3 0.9xー.7 ` 79_5
ロ層 0/ー5 ` `
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第33図に対応する観察表

挿圓 出土場所 貝種 分類 観 察 〕鮮 項 縦x横 孔 径 `蠣量番号 m 馴 g

ー L一g7 囁雇 リュゥキュ ニ) 殻頂部に円形の孔を穿つ。 腹縁部の‥部が礦損しヽ 貝は風化し 5X7.2 L3Xー〟4 ` 63.5
25/30 ゥサルポゥ 左殻 ている〟

】
2 ーーー08囁層 ク ク 殻頂部に祐円形状の租孔を穿つュ 風化がいち ヒろ しい: 4.6X6_2 L3X2〟2 壽 26.5

70/ー0。 `
勲3 K_97 ク ク 殻頂部にほほ円形の粗孔を穿つェ 貝の風化がいちじる しいニ `4_2X5〟6 ー.5Xー.5 20

攪乱部分 右殻 ' `

4 ー一ー07 ゥ ヶ 殻頂部に円形の小孔を穿つ。 孔付近の放射肋が梢ぇる〟 4~5X5~2 `0~7X0.7 ー9
囁層 5/3。

`
5 K-98 囁層 〝 ク 小さめの貝の毅頂部に楕円形の孔を穿つニ 全体酌に鷹耗ずろニ 2.7x3.4 0_7Xー _~麟~
6 K_ー00 ゥ ク 背面部に惰円形の租孔を穿つ: 内側からの打撃にょろ穿孔〟 }4.ーX4.7 ー.7xー.5 ー6.5

囁層 右殻 腹縁部が若干囁耗する〔 `

7 ー-97 囁層 ク ク 殻頂部から背面にかけて、 貝の3分のー程の大きな粗孔を穿つ: 3〟7X4_8 2.2X3 ` ー0,5
(攪乱) 左殻 風化がいち じる Lい。

35/55 `

8 Hー99 囁層 ク ク 般頂部に小さな粗孔を穿つ。 膿禄部が蒼千摩耗すろ〟 2.7X3.ー 0.5x0.7 4.5
80/‥。

`
9 H一gg 囁層 〝 ク 背面付近に楕円形の粗孔を穿つ。 全体的に慶耗し、 膿縁部のー・ 4~4x6〟4 2.6Xー.ー 39_5

50/80 部ヵ澱損してぃろ。 `

ー。 K一ー0ー 〝 ク 殻頂部に大きめの粗孔を穿つ〟 風化がいち じろ Lい。 3_8x5,2 ー,2x2〟3 ー ー6
囁層 0/ー5 右殻
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第34図に対応する観察表

~ , L 〟
桶図 出土場所 貝種 分類 観 察 事 項 縦X横 礼 憧 董】番号 m 帥 g

ー H-ー04 リュゥキュ (ニ) 殻頂部に小孔を穿つ。 全体が慶耗L` 腹糠の一部が破損する。 3~8X4.2 0〟7x0〟9 ー5~6
囁膚 ゥサルボウ 左殻

2 ー一ー05南側 ク ク 殻頂部に方形の孔を穿つ〟 若干風化Lていろ〕 3〟4X4.5 l.2 9_5
囁膚 0/30

3 Jーー0ー ク ク ク 3.ーX4.4 L6XL7 ` 】2,5
囁膚 右殻 `

4 J-ー00 ク ク 殻頂部に楕円形の孔を穿つ〟 3~8x5_4 0.gxー.2 ー8~5
囁層 0/ー0

5 J_97 ー層 〝 〝 〝 4.ーX5 0.8Xー.3 `2。

0/5 左殻 全体的に摩耗し、 背面部の放射肋が梢ぇろュ 腹禄部の一部が破
揖する。 `

6 ]一ー閃囁層 〝 ク 〝 3・3x3~9 0_7X0〟8 } 9

70/…0

7 ク ク ク 殻頂部にゃゃ円形の粗孔を穿っ。 風化がぃちじる Lい〟 3_8x5 ー.2xー.3 ` 2ー

左殻 ` `

8 K一ー0ー ヶ ク 殻頂部に雑な孔を穿つ〟 若千靡耗し` 部分的に放射肋が梢ぇる〟 3X4.5 】ーXL3 ` ー0_5
囁膚 左殻 { `

`

9 Jー97 囁層 〝 ク 殻頂部に小孔を穿つ。 若千摩耗ずるc 3〟7x4〟6 `0.6X0.8 】 ー8

5/ー5

】。 H一mー ク 〝 ~ 4.4X5〟4 `0.8Xー ` 25

囁層 右搬 `
砂利ま じ 縄) { `

ーー ー一ー00 ク 〝 殻頂部に租孔を穿つ。 囁耗がいちじろ し〈 、 殻の厚みが薄い。 3.3X3〟g `ー〟ーXー ` 8

m層

ー2 試掘ピッ ト ゥ 〝 殻頂部に小さな租孔を穿つ。 部分的に靡耗L` 虫食いの状態が ー3〟2X3_9 `0.5X0_7 ` ー。

】3 左殻 みられるc ` 反 `

ー3 H-】08 ク 〝 殻頂部から背面にかげて穿孔すろェ 部分的に虫食い状態がみら `3〟5X4_3 ` ー.ーX2~2 ー0〟5

囁膚60以下 右殻 れろc
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第35図に対応する観察表
` TT

出土場所 貝 種 分類 観 察 事 項 ` 疑X横 孔 僅 電臺
] m [ m 』 g
「 ]

K~99北側 リュゥキュ (ニ) 殻頂部に方形に近い粗孔を穿つ〔 全体的に隆耗L、 支た風化し `3.6X4〟5 {ーxー'3 ーー.5
囁雇 _ゥ守ルボゥ 右殻 ている。 ` `

H-ー0ー 〝 ゥ ゥ 4.ーX4.6 覇0.6X0・9 ー5縄 ` †
砂利まじり 〉

ー-ー05 ク 耆 ク 殻頂部に欄円形の小孔を穿つェ 若千慶耗し` 子L周辺は放射肋が 4.4x5 0.Bxー.ー 2主5
me。xg。 ` 梢ぇてぃろ〟 '~ 、

J_ー。ー囁層 ク ク 股頂部に大きめの円形の孔を穿つ〔 全体が鷹耗すろ〟 {4X5〟7 `]~4Xー.6 } 】8

L一98 竈層 ク 〝 殻頂部に幡ほ円形を呈ずる孔を穿つ〟 _3,9X5・2 0_BXー ` 2。
}ー-ー06 〟 ヶ 小形の貝で殻頂部に小孔を穿つ〟 全体的に鷹耗し、 子L付近は放 `2.8X3.〝ー 0.6x0.8 5

囁層60/80 射肋が梢ぇろ〟 `

H一ー03 ク ク 殻頂部から背面にかけて長方形状の租孔を穿つ〟 摩耗がいち じ 2.9X3〟9 ー〟6X0.9 ` 6
囁層 ろしい〟

K一ー00 ク ク 殻頂部に楕円形の孔を穿つュ 破揖がいちヒろL〈、 半分以上が 2.4X3.3 。_7Xー.ー } 6
n層 破損すろ。
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対応する観察表」第36図(
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第37図に対応する観察表

挿図 継x横 子L 径 垂董番号 出土場所 貝橿 分爛 観 察 事 項 馴 皿 g
ー 不 明 ゴホゥラ (ホ) 貝嬌を製作する過程の賛料と思ゎれる。 外唇部及び背面、 殻軸 ー4〟9X8 ー。.9X6_9 ー79

を打割調整によって除去するが螺槽部は残る〟 研磨面はみられ
ない〔 部分的に虫食ぃがみられ、 繁材自体は良寶ではなぃと思
ゎれろg

2 L_98 聾層 ク 〝 澱Lー と伺様. 製作過程の【端をうかがい知ることができるc 外 ー2~5X6.4 8~2X5.8 ` ーS。
唇部ゃ背面般軸また螺椿部の一部も除去されるニ 殻轍部分は打
剖調整のみでぁるが〟 背面のヵッ トには研磨面がみられる(

3 J_99 ロ層 〝 ク 慣`ー ・ 2 に比べ小形の貝を利隔†ろ。 外唇部分は擦り切った痕 9X5 表孔 65〟5
みぞ掘り が残ー〕` 螺塔部及ぴ巖釉いまとんと〝打割にょって除去されてい ー x4.ー `

ろ〟 研磨面は見られなぃ〟 裏孔
3_】X3・2`

* 3点と も肩部の突起ヵ渾茎り、 犬原貝壕出土のゴホゥラ製
貝輪の形態分頚をみるとAタ ィ プと同様と思ゎれるュ
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第38図に対応する観察表

彗賣 出土場所 貝橿 分類 観 察 事 項 鞭X横 孔 径 重董
m m ] g

「
ー H_ー05 ゴホゥラ (ホゝ 背面部を打割にょって除去すろ〟 また螺搭のー部及ぴ外唇の一 ー6〟2Xー2.2 8.2X9.ー `577

囁膚東北隅 部も打剖にょる整形がなされていろが、 中途半端に終わってぉ ]
ー〕、 貝臀襲作途中で破棄されたと思ゎれる= 研磨痕はみられな
い: 肩部の突起も半分除去さ九ろc `

勲
2 ー一ー02 ク ク 背面部を打剖にょ り除去するが` 途中で破豪Lたと思ゎれろ〟 ー6~6xー2~6 8^5X2.6 `689'5

ー膚西側 研磨痕はみられず、 肩部の突起は残る: 紫材の貝は虫食いがみ
られ、 良賃ではなぃェ `

3 Kー98 囁膚 ク ク 外唇部が除去さ九、 背面及ぴ腹面部を円幇献に除去しカもので ー3~6x7〟2 表孔 2。7
貝集積 ぁろc 研磨面はみられず、 打割整形のみが施されろ〟 肩部の突 6_gx4_ー
甫側斜面 起は残る。 `裏孔 `

6.2X5〟5 `

4 J一98 江膚 〝 〝 外唇部が除去される。 背面には加工痕はみられず、 膿面部のみ ー3〟2X7 5.8X4.9 240.5
攪乱部 に打剖蠣整が施されろ。 研磨面はみられなぃ。 素材はアパタ状

になり古<、 脆ぃ盤じを受けろ〟 肩部の突起は残ろc 丿

5 試掘ビッ ト クロ7モ (チ) イ モガイの体膚上部の一部及ぴ中心軸を残Lて、 その周辺の殻 ー2.gx7〟2 3.2x2.3 `295
ー2 ドキ ? 軸が除去されろ〟 除去された痕の一部に擦り切り痕が残り` さ `

らに縦〟横位に切断LょうとLた瘍が残る。 研磨痕はみられな
い。 (チ】 に分類してぃろが、 貝輪を製作すろ目的で、 切け込
みを入れた可能性もぁろ。 貝臀の寛蕁に入るとすると、 輸切り
にすろ段階で破綱したため破棄されたものと思ゎれろ〟 また、
他の用途で貝札 (かぃさっ) が作られろ可龍性もぁるュ
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第3g図に対応する観察表

桶図 糠X横 孔 径 重翼番号 出土場所 貝種 分類 観 察 事 項 ^ 叩 ー 馴 ` g
ー `L一96北側 ゴホゥラ (チ〉 螺背面の前構付近に租孔を有L、 殻頂付近の外唇部も破損ずろニ ー5〟5xーー.6 2.ーxL6 2s。

貝集積 他に加工痕はみられなぃ〟 素材は全体的に脆く、 全面に細かぃ } `
(遺檀?) アパタがみられ、 背面下部は自然孔がみられろ:

2 H一98〟g9 ク ク ぬー と伺様、 嬬背面の前漕付近にゃゃ円形の粗孔が穿たれろ〕 ー5.9Xー2.8 {2x2 524
`アタリ 孔は外側からの打撃によって穿孔される~ 他に加ヱ痕はみられ

重機による ない〔 腹面部は虫食い状態がひとヾく孔がぁいている〝
ためし掘り `

3 L一g6 北側 ク ク 轢背面のさい孔部寄り に小孔が穿たれろ。 また殻頂付近の外唇 ー4xー2.6 `L3XL2 ` 426
貝集積 部も除去きれろェ 貝の慎様がう っすらと残ろ:
(雛‥ {_`



製第40図 貝



第40図に対応する観察表

「薯萱 出土場所 貝橿 分類 観 寮 事 項 簾X債 孔 径 重翼】 ` m (糊 g

ー 不 明 ゴホゥラ (チ) 嬬背面の前鷹付近にゃや大きめの粗子Lを穿つ。 殻頂付近の外唇 {ー6.7Xー2.4 `2_2x3」 5ー3
部も破損L、 素林の虫食いがぃちヒろしく脆いェ `

2 L-96北側 ク ク ぬー と同様、 轢背面の前漬付近に穿孔さ九るニ 孔はひょ ぅたん ー6.7Xーー.6 `0_8X】,5 327
貝樂積 形の小孔で、 外側からの打撃によろ〔 毅頂付近の外唇部も破損
(遺構?) する。 腹面部に貝の槙様がぅっすらと残る: `

3 ク ク ク 爆背面の前疇付近に小孔及ぴ肩部突起付近に大きめの粗孔を穿 ー5〟ーxー0〟2 ー~]X0.9 24D
つ〔 殻頂付近の外唇部はゎずかに破損L` 腹面部に貝の模禄が 3_6xー〟7
残るc 同図ー ・ 2の過程から第38図ーなどに加工ずろ過程の可 `
能性もぁろ: ー



5. 食料残津

検出された食科残澤は、 貝殻 ・ 魚骨 ・ 獣骨等の動物遺存体で、 最も多く検出されたのは貝
類でぁったc 獣骨では、 イ ノシシの犬歯ゃ大たい骨 ・ 上腕骨などが検出され、 さらにジュゴ

ンの肋骨もみられた。

(ー) 貝類遺存体
本貝塚にぉぃて得られた貝の総数は、 完形貝が73'ー79点、 破片28`9ー5点で、 合計でー凪吟4

点でぁる。 全体の内訳は第6表①~④に示したとおりで、 各グリ ツ ト別、 J ・ K ・ L トレ
ンチに関しては貝集積部と攪乱部を分けて集計した。
貝種をみると、 全体で44科229種となっており、 その中で海産貝が2ー5種 (89.6%)、 淡

水ー河川貝が7種 (0.8%)、 陸産貝が7種 (ー〟7%) となってぃる。 また腹足綱 (巻貝)
と斧足綱 (二枚貝) では前者がー9.5%、 後者が魄5%と庄倒的に斧足網カヾ多く 出土している。
他にパィ プゥ二の刺ゃヵニ類のハサミ等ヵゞ若千出土している。
今回の調査地区をみると、 ほとんど破壊され、 貝集積のみが検出された。 攪乱部分から

も若干の貝の出土はみられるが、 ほとんどがこの貝集積部分から検出され` さらにKー98
が最も多く出土Lている。
棲息地別にみると、 グリ ッ ト別の出方は第5表のょぅになっている。 陸産貝の出土は7

種で全体のL7%となってぉり、 伺時代の遺跡や貝塚に比ぺる と若千少ない。 7種の中で
最も多ぃのはォキナワヤマタニシの959個体で、 続いて527個体のパンダナマイマイでぁる。
これらの陸産貝は各グリ ッ トにおいて全体的に散見でき` 食用とは考えづらく、 有機物の
溜まった貝だま りに集まってきたものか、 ぁるぃは他に何らかの理由にょって自然堆積し
たものと考えられる。
淡水 ・ 河川産貝も稀少で、 本貝塚の西側に流れる小さな小川からの採取と思われるが、

最も多くみられるヵバクチヵノコの量も505個体` シレナシジミ232個体で、 食用にするに
はあま りにも少なぃ出土となってぃる。
貝類の最も主体となる海産貝は、 中でも浅梅産の貝が多く69%を占める。 それは貝塚付

近の梅岸は約700m程の近ぃ沖合いにブシナヒシとょぱれるリーフが発達しており 、 リー
フ内は砂浜が広がり遠浅となってぃるためで、 貝類の出土状況からもわかるよう に` 部瀬
名貝塚人たちはそのリーフゃリーフ内で貝を採取Lてぃたのでぁろう。
主体となる貝の出方は第4表のよぅになる。 多ぃものからー0種の貝を抜き出L、 各ト レ

ンチでの出土状況をパーセン トで算出した。 最も多く 出土した上位3種のアラスジヶマン
ヵ・ィ 、 チョウセンハマグリ、 ヌノメガイ は、 現在でも潮干狩りの場合の食用種と しては重
要な貝でぁるが、 アラスジヶマンガィ は貝の殻が厚く身が小さいため、 多く採取しなけれ



ぱならなかったと思ゎれる。 サラサバティは5`ー0cm前後のものが最も多くみられた。 ま
た、 ヒレジャコ ・ ヒメジャコにっぃても 5cm以下の小さいものヵゝら40cm以上あるものまで
大きさにばらっきがめだった。 アンポンクロザメは大きさにぱらつきはみられず、 肩幅が
7cm前後のものが一般的でぁった。 貝製品を作成するために、 意図的に採取したのかは判
別不可能だが、 貝輪を作成する段階のものが出土している (第38図5 〉。 これらの大型貝
は貝集積部の上面ではあま り出土せず、 西側の傾斜面ゃ貝集積層の下部で多く 出土してぃ
る。 意図的ではなく、 砂地であるために重量のある貝殻が下部へ沈み込んでぃった可能性
もある。
マガキガイ にっぃては、 現在でも一般的に食されてぃる美味な貝で、 砂地などに普通に

みられる。 L ・Mトレンチ出土の数点は火のあたった痕がみられた。 クロチョゥガィは食
用よ り真珠の母体と してょ く知られる。 貝塚人たちは内面の美しい真珠層に魅せられて採
取したのだろうか。 完形貝に比べ、 破片が多く出土Lている。
このー0種以外にもテョゥセンサザエ'ヤコウガイ ・ イボアナゴゥ ・ ォォべッコゥガサガ

イなど第4ー図の模式図のように、 多くの採取の難Lい、 波当たりの強い場所の貝も出土し
ており、 部瀬名貝塚人たちは、 海の恵みを充分に利用し、 生活の糧と Lて生きていたので
あろう。

第4表 貝種別出土状況

地 区 H ート個 ト個 ] K L 全体数
レ 冤 P冤 M 。 P 〈個)貝 種 勇) ;) 包含部 攪乱部 包含部 攪乱部 包含部 攪乱部

一 〝〝 ` ・ ー'4閃 2'ー邱 6,593 ー.037 20.960 269 ー7・729 ー.3ーg 2'332 ー08` 4 _ 【
ァ 7 ス / ヶ マ ノ ヵ ィ (2~7) (3_9) (ー2,2) 9〉 (38.8) (0.4) (32.8) (2.4) (4.3) (0.2) (0.0ー) 〕3'7′4

、 74 3]4 ー〟094 57 3.965 28 3.ー6ー 234 245 23 ー
チ ョ ゥ セ / ^ マ グ リ (0〟8) (3〟4) (ーー〟8) 6) (43〟ー) (0,3) (34~4) (2.5) (2.7) (0_3) (0~。ー) 9'ー96

245 3。2 482 75 ー `305 53 667 38 ー28 2。 4 '
メ 丿 ガ イ (7.4) (9_ー) (ー4~5) 3) (39.3〕 (ー.6) (20.ー) (ー_ー) (3_9) 【0~6)= (0.ー) 3・3ー9

一 , _ 靄7 605 3ー9 98 66】 7ー 3聰 d4 79 33 4ー
サ フ サ ハ ナ ィ (ー2.8) (23) (ー2.ー) (25) (2~7) (ー4_5) (ー.7) (3) (ー`3) (0.2) 2'634

322 395 ー94 55 55ー 3ー 376 3g ④ 6。 9
マ ガ キ ガ イ (ー5,2) (ー8・7〉 (9_2) (2 6) (26) (ー_5) (ー7~8) 【ー.8) 〔3.8) (2.8) (0.4) 2']]2

ーg 67 595 4ー ー'。。ー 6 2ーー ー0 48
ク ロ チ ョ ゥ ガ ィ (ー) (3.4) (29〟7〉 〈2_ー) (50.ー) (0.3) (ー0.5) (0.5) (2.4) 。 0 ー'998

~ ' ` ・ ー24 254 ー52 57 35ー 44 256 55 75 23 ー7
ア / ホ 丿 ク ロ サ メ (8_8) (ー8) (ー0.8) 〈4 ー) (25) (3_ー) (ー8.2) (3_9) (5~3) (ー・6) (ー〟2) ー'408

レ ジ ャ コ 86 ー74 ー53 28 474 26 259 37 56 ー。 2 ー305
(6.6) (ー3.3) 〈ーー〟7) (2.ー) (36.3) 〈2) (ー9.8) (2.8) (4.3) (0^8) (0.2) '

メ ニ, ャ コ ー24 ー52 ー7ー 36 32。 36 23ー 34 48 ーー 2 ー]65
ノ (ー0.6) (ー3) (ー4・7〉 (3 ー) (27'5) (3_ー) (ーg~8) (2.9) (4.ー) (0_9) (0_2) `

79 8] ー06 67 359 2。 35。 ー9 6ー 2 2
リユゥキュウマスォガィ (6.9) (7.ー) (9~3) (5 8) (3ー.3) (ー.7) (30〟5) (ー.7) (5〟3) (0_2) (0〟2〉 ー'ー46

合 計 2.878 4'498 9,859 ー'55ー 29,947 5桝 23,623 ー,829 3,ー52 2gー 45 78,257



[個体数の算出]
① 腹足鋼 (巻貝) 蝿 完形貝ゃ殻頂部を有する破片は3分の2以上残在してぃるものを

ー個体としたa
② 斧足鋼( 枚貝) 今 完形貝ゃ殻頂部を有する破片は3分の2以上残在Lているもの

を ー 個体と した: なお、 左殻と右殻に分類せず、 全個体数を記すェ
③ 貝製品の数量は、 食科残澤には含まれていなぃ〝

[棲息場所]
砂地ー砂底

b 細砂底
aA 潮聞帯

B 潮閻帯付近
C 潮間帯下
D 浅海

砂礫底礫礁岩
岩`

d
e

E 淡水~河川
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第4ー図 貝類棲息地分布模式図



第5表 貝棲息地別比較表
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完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片

Mトレンチ 。トレンチ P トレンチ 表 採



第 6 表 貝殻纂計表②
出土場所ー j トレンチ K トレンチ L トレンチ

` Hトレンチ ー トレンチ
包含部 攪乱部 包含部 攪乱部 包含部 攪乱部

櫃別 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片
糧 2 (



Mトレンチ 〇トレンチ Pトレンチ 表 探 ー2ピツト ]3ピツト ー6ピツト 合 計

完形 破片 完形 破片 破片 破片 破片 完形 破片 完形 破片
【



第 6 表 貝殻集計表③
出土樺所 j トレンチ K トレンテ~ L トレンチ

包含部 攪乱部 包含部 攪乱部 包含部 攪乱部
檀別 完形 破片 完形 破片 完形 礦片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 礦片 完形 破片

Hトレンチ ー トレンチ



Mトレ`チ 。トレ`チ Pトレンチ 表 採 】2ピツト ー3ピ〝ト ー6ビ"ト ^ 計ノ ノ 丿 丿 ロ 生息場所
完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片



第 6 表 貝殻集計表④
出土壕所 J トレンチ K トレンチ L トレンチ

Hトレンチ ー トレンチ
包含部 攪乱部 包含部 攪乱部 包含部 攪乱部

蓮別 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片

ヌヵツ 】
モ

丿丿`
ソコモンマ

ロッ丿マクモ
ュー

丿ハ



Mトレンチ 0トレンチ Pトレンテ 表 採 ]2ビツト ー3ピツト ]6ピヴト 合 計

完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片

ー



`2 脊椎動物遺存体
鱒‥壌の勤物竹は` 】丿ュゥキュゥイ 丿シシ `以ー`一イ ノシシと略紀ゝ とジュゴン、 そLて

多致のヴダイ科を巾心とずる魚類と少致の甲殻類であった〔 本稿では、 華者の憚門である

献骨にっぃて誕幟する〔
まず、 動物補ばイ ノシシ とジュゴンの2稲であった … 仁骨と歯にっぃては蘂に分類・

整理して示した イ 丿シシの個体数は左 ト~顎第3後円閑 (ヒ トの粋歯または親知らずに相
}`ーi二ー が4本区別できたので‡個体分と` またジュゴ>はー個体分と判断した 性比に関し
て、 イ 丿シシでは左卜顎丿こ歯が3本出土していて 「欝賣{鬆棋歯一 なので、 「雄ー 3例」 は確実
でぁり、 全例が雄である‥ー能性もあるニ 無根歯とばゾウの牙 〔第2切歯ハ ネズ ミ類の第
ー切歯のよぅに 〝麒崖伸張ずる性質を有ずる歯の二とで、 イ ノシシの 「原姶的な」 {面と
して指摘されている} Lかし、 雌のイ ノシシにおける丿二歯は 「イ】・根歯」 であリ、 萌出後は

磨滅するのみなのでぁるが、 その程度によ ‥年齢の推定も呼能である~
沿州顎犬歯がー イ眞…土L、 欠けた部位もなくほぼ止常に近しゝ状態であった (写真ー )s

多くの址旗・ 卸族が堆の丿こ歯をアクセサリ】ゃ小型の十イフの代粋物と して、 今[」でも利
川Lている_ 二の遺跡の人々ば丿こ粛の刊川L二関心がなか‥たよぅである_ ジユゴンは頭頂
骨の陛起の少ない点よ 髏)堆ジュゴンの標本と比較して 弐雌」 と判断Lた〔 今州の川士骨の
出現状態ば、 竹鑑でば下顎什に片寄って… i二している また、 前 ・ 後肢の末梢竹 〈前肢で
は F恨骨 ・ 巾 訴ー′壹′賣・ ・ 指骨= などがまったくなぃニ ジュゴンでまと もなのば肋骨のみであるェ
これらばこの遮跡の丿ヽ為的破塊の程度の大きかった二 とを反映Lている と考-えられたニ

写真7 ジュゴンの骨出土状況 (K_g8)



第フ表 哺乳類・ 出土骨のまとめ

後肢{ 左 大 腿 骨 骨 幹 部

部位 イ ノ シ シ

頭蓋` 右 下 顎 犬 歯 2
左 下 顎 犬 歯 3

右下顎第2前臼歯 ー
右下顎第3前臼歯 ー
右下顎第4前臼歯 ー 6
左下顎第2前臼歯 ー

` 左下顎第4前臼歯 2

右下顎第2後臼歯 ー
右上顎第2後臼歯 2
右下顎第3後円歯 3 ]_

D
左下顎第ー後門歯 2

` 左下顎第2後臼歯 3
左下顎第3後臼歯 4

右 下 顎 骨 2
左 下 顎 骨 3
下 顎 骨 ( 破 片 ) [ー
右下顎骨吻端部 〈破片) ー

` 鼻 骨 〈 破 片 ) ー

麟 肋 骨 破 片 ]

__________ 鱒 〟【〟_~_ __〟_一~_{__--一ー_一_-______【_ ___-
`

非 `右上腕骨遠位端 ー
削 右尺骨骨幹 (破片) ー

ー

「 ジ ュ コ〝 ン

頭 頂 骨ー

右 第 8 肋 骨 ー

左 第 ー6 肋 骨 ー
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写真 8 脊椎動物遺存体
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N 調査の成果と課題
部瀬名貝塚は、 部瀬名岬に含まれる臨海砂丘地に形成された貝塚で、 南西部に束シナ海、 背

後に丘陵地が迫るとぃう山原特有の立地を示してぃる。

今何の調査は、 すでに述ベたょ う にブ七ナリ ゾー ト開発に伴う緊急発掘調査で、 旧海中公圃
内のほとんどがアスファル トに覆われた部分が調査対象地でぁった。
アス7ァル ト及び客土の部分を取り除く と、 遺物包含層が確認され、 掘り下げるに したがい

遺物が豊富に出土するよぅになった。 土器の大半は、 大形の甕や鉢形土器で、 稀に小形の土器

も見られたが、 器種は乏Lかったg 底部では、 沖縄貝塚峙代後期の遣跡かちよく出土する乳房
状尖底が最も多く 出土Lた〕 土器の文様にっぃては、 無文土器が主体をなしているが、 曲線文
ゃ弧文を施Lたものゃ凸帯文を有する土器も出土している。 また、 断面三角形の凸帯を施す弥
生系の土器の胴部が出土しており、 九州との関わり も示唆されている。 自然遺物にっぃては、
大量の貝類及ぴジュゴンゃィ ノシシの骨が出土Lており、 貝塚人たちの食生活を垣聞見ること
ができた。
今何の調査地では、 沖繩貝塚峙代後期の遺物ゃ多量の貝類を含む包含層の確認はできたもの

の、 その上部及ぴ周辺で採砂による大規模な破壊を受けてぃることがわかり 、 遺跡の広がりゃ
住居跡は発見することができなかった。
部瀬名貝塚は今何調査した海岸側の他、 国道58号線を隔てた山裾まで、 その広がりヵヾ予想さ

れている。 本報告は、 ブセナリ `ノ・ー ト開発にかかる範囲のみの調査で、 貝塚全体の調査ではな
い。 今後、 機会をぁらため遺跡全体を把握する調査を行っていきたぃとは思う。
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写翼ー2 石器表哀面
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写翼ー3 土器有文ロ縁表裏面



写真M 土器有文口縁表裏面
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写真ー6 土器有文口縁表裏面
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写真ー7 土器有文口縁表裏面
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・胴部表真ー8 土器有文ロ縁写
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写真]g 土器有文胴部表裏面
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裏面無文口縁表写真20 土 器

一】05一



土器無文口縁写真2ー

一]06一



縁ロ文無器土真写

_ー07一



'^=撃

'【・賽(~~

写真23 土器無文口縁表襄面
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写真24 土器無文ロ縁'胴部

写真25 土器無文ロ縁
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写真26 土器底部
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写真36 貝製品表裏面
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